
2021（令和3）年4月に誕生した文教大学第3のキャンパスである「東京あだちキャンパス」。中庭のケヤキコートを中心に、教育研究棟、図書館棟、講堂棟、食堂棟、体育館棟を、環状に繋ぐ構成となっている。

水まわりの特長
建物の特徴

「文教大学 東京あだちキャンパス」は、2021（令和3）年4月に開設。湘南キャンパスにあった国際学部と経営学部が一斉に移転した。本キャンパス開設により首都圏1都2県にまたがる3キャンパス体制になることで、これまで以上に大学の競争力強化を図り、地域・社会から求められる有為な人材育成を目指している。ハード面では、空の広がりや緑、周辺地域との動線や視覚的な繋がりを大切にし、低層でポーラスな配棟を計画。敷地境界は、フェンスレスな設えとすることで、地域に活力を与える開かれた場としている。また、2Fには各棟を環状に繋ぐ屋根付き空中回廊「アクティブリング」を設置。各棟の境界や内外を越え、学生の場と地域の場が自然と融合する、学びの風景 “Learning Landscape”が実現した。

水まわりの特長
各所に設けたコモンズエリアをはじめとする共用空間との繋がりを大切にし、長く清潔に使いやすいトイレ計画とすることに配慮。トイレは各フロアの動線の要所に、適切な規模設定、使い勝手のよいプランで分散して配置。清 し々い空間に、衛生性や節水・節電に優れた設備を選定した。また、多様な学生生活に対応するため設置したパウダールームは、本大学で初めて整備するため、設計・施工会社の女性社員や学園に勤務する教職員から多くの意見を出し合い、近接するコモンズエリアやトイレ、講義室の中間に独立して配置。滞在しやすい場所として設えることで、共用部の快適性や機能性との相乗効果を生み出し、キャンパス内に長時間滞在することができ、学習や交流の機会が増えることが期待されている。

建築概要
名称 文教大学 東京あだちキャンパス教育研究棟
所在地 東京都足立区花畑5-6-1
施主 学校法人文教大学学園
設計 株式会社日本設計・戸田建設株式会社一級建築士事務所
 設計共同企業体
施工 建築　戸田建設株式会社
 設備　東洋熱工業株式会社
竣工年月 2021年2月
敷地面積 48,851.95㎡
建築面積 10,110.00㎡
延床面積 25,173.21㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、鉄骨造・地上5階

おもなTOTO使用機器
パブリック向け ウォシュレット一体形便器：CES系
ウォシュレット アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840PR
自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：L582CMS、L700C特
台付自動水栓：TENA40系／水栓金具：TLHG31DEFR
自動水石けん供給栓：TLK系
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAZ01R*A1AN*2WA
フィッティングボード：YKA41R．L型手すり：T112CL9／フック：YKH52AR

車いす使用者など、さまざまな身体状況の方に配慮したバリアフリートイレ。着替えをする学生に配慮して、フィッティングボードと姿見も設置している。女性トイレと同様に、明るい木目調を採用した清潔感のある男性トイレ。小便器の間には手荷物配慮としてフックを設置。また、身繕いへの配慮として入口付近に姿見も設えている。防犯対策として、女性トイレに呼出ボタンを設置しているほか、大便器ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、さらに扉上下の開口寸法にもこだわっている。また、大便器ブースの1ヶ所には手すりを設置している。

スタイリッシュなピクトサインを設置した、コモンズエリアなどの共用空間とつながる教育研究棟のトイレ入口。通路を挟んで向かい側には、バリアフリートイレとパウダールームが設置されている。

2Fのパウダールームは、明るく清潔感のある木目調を採用。ルーム内には、歯みがきや手洗いを始め、化粧直しなどに使用できるよう手洗器やコンセントを設置し、さまざまな目的に応じた使いやすさに配慮している。1Fパウダールームは、落ち着いた赤みのある木目調をアクセントとした空間。学生の一定の滞留を想定し、友人とともに、また1人で、思い思いに使いやすいよう複数のタイプのコーナーを設け、居場所を整えている。トイレとは独立してパウダールームを配置。清潔に使われやすく、性別に捉われないスペースへ転用も可能な多機能な空間を目指した。学生からは「独立したパウダールームでスペースも広く使いやすい」と好評である。

明るい木目調を採用した、明るく清潔感のある洗面コーナー。水栓金具は、非接触で手洗いできる自動水栓とオートソープディスペンサーを採用している。
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1F 女性トイレ 
洗面コーナー

明るい木目調を採用した、明るく清潔
感のある洗面コーナー。水栓金具は、
非接触で手洗いできる自動水栓とオー
トソープディスペンサーを採用してい
る。

1F パウダールーム トイレとは独立してパウダールームを配
置。清潔に使われやすく、性別に捉わ
れないスペースへ転用も可能な多機
能な空間を目指した。学生からは「独
立したパウダールームでスペースも広
く使いやすい」と好評である。

1F パウダールーム 1Fパウダールームは、落ち着いた赤み
のある木目調をアクセントとした空間。
学生の一定の滞留を想定し、友人とと
もに、また1人で、思い思いに使いやす
いよう複数のタイプのコーナーを設け、
居場所を整えている。

2F パウダールーム 2Fのパウダールームは、明るく清潔感
のある木目調を採用。ルーム内には、
歯みがきや手洗いを始め、化粧直しな
どに使用できるよう手洗器やコンセン
トを設置し、さまざまな目的に応じた使
いやすさに配慮している。

1F トイレ入口 スタイリッシュなピクトサインを設置し
た、コモンズエリアなどの共用空間と
つながる教育研究棟のトイレ入口。通
路を挟んで向かい側には、バリアフリー
トイレとパウダールームが設置されて
いる。

1F 女性トイレ 
大便器コーナー

防犯対策として、女性トイレに呼出ボタ
ンを設置しているほか、大便器ブース
の間仕切り壁を天井まで立ち上げ、さ
らに扉上下の開口寸法にもこだわっ
ている。また、大便器ブースの1ヶ所に
は手すりを設置している。

1F 男性トイレ 女性トイレと同様に、明るい木目調を
採用した清潔感のある男性トイレ。小
便器の間には手荷物配慮としてフック
を設置。また、身繕いへの配慮として
入口付近に姿見も設えている。

1F バリアフリートイレ 車いす使用者など、さまざまな身体状
況の方に配慮したバリアフリートイレ。
着替えをする学生に配慮して、フィッ
ティングボードと姿見も設置している。
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1F トイレ図面

水まわりの特長
建物の特徴

「文教大学 東京あだちキャンパス」は、2021（令和3）年4月に開設。湘南キャンパ
スにあった国際学部と経営学部が一斉に移転した。本キャンパス開設により首都
圏1都2県にまたがる3キャンパス体制になることで、これまで以上に大学の競争力
強化を図り、地域・社会から求められる有為な人材育成を目指している。ハード面
では、空の広がりや緑、周辺地域との動線や視覚的な繋がりを大切にし、低層で
ポーラスな配棟を計画。敷地境界は、フェンスレスな設えとすることで、地域に活力
を与える開かれた場としている。また、2Fには各棟を環状に繋ぐ屋根付き空中回廊
「アクティブリング」を設置。各棟の境界や内外を越え、学生の場と地域の場が自
然と融合する、学びの風景 “Learning Landscape”が実現した。

水まわりの特長
各所に設けたコモンズエリアをはじめとする共用空間との繋がりを大切にし、長く
清潔に使いやすいトイレ計画とすることに配慮。トイレは各フロアの動線の要所に、
適切な規模設定、使い勝手のよいプランで分散して配置。清 し々い空間に、衛生
性や節水・節電に優れた設備を選定した。また、多様な学生生活に対応するため
設置したパウダールームは、本大学で初めて整備するため、設計・施工会社の女
性社員や学園に勤務する教職員から多くの意見を出し合い、近接するコモンズエ
リアやトイレ、講義室の中間に独立して配置。滞在しやすい場所として設えること
で、共用部の快適性や機能性との相乗効果を生み出し、キャンパス内に長時間
滞在することができ、学習や交流の機会が増えることが期待されている。

外観 2021（令和3）年4月に誕生した文教
大学第3のキャンパスである「東京あ
だちキャンパス」。中庭のケヤキコート
を中心に、教育研究棟、図書館棟、講
堂棟、食堂棟、体育館棟を、環状に繋
ぐ構成となっている。
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